フレッシュマンセミナーII　レポート　テンプレート
～レポート作成時の注意事項～
１．この資料は，あくまでもテンプレートです．自由に加筆，修正しても構いませんが，この授業で求められている内容だけは，最低限書いて下さい．手書きで作っても構いませんし，テンプレートを使用しなくても構いません．
２．削除した場合でも，番号を１，２，３，４･･･にすること．
３．文字サイズを12ptにしていますが，文字サイズを変えても構いません．ただし，小さすぎたり大きすぎたりしないように，気をつけて下さい．

４．読みやすい資料を作ること．
５．A4サイズで10枚以内にまとめること．（スケッチ図面，性能曲線のデータシート，性能曲線を除く）もちろん，このページも除きます．
６．レポートを作るのに，時間を要します．提出が遅れると減点されます．提出期限を厳守すること．
７．他人の資料を写さないこと．カンニングと判断されると，0点が評価されます．
８．図や表を載せることが出来ます．図の下に番号とその名前を記入すること．表については，表の上に番号とその名前を記入すること．
９．手書きで書く場合は，ボールペンで記入すること．鉛筆（シャープペンシル含む）書きは不可です．
１０．文章，図，表などのコピーを載せることは出来ません．ただし，オリジナルであればコピーを載せることができるものとします．
１１．コピーであると判断できる場合，例えば，文字の大きさ，フォントあるいは色が統一されていない場合や，明らかに図や表が何かの資料のコピーであると採点者が判断できる場合などがあれば，レポート未完成と判断され，大幅に減点されます．図や表を載せる場合は，各自で書いて下さい．コピーと判断されないように，十分気をつけること．
１２．レポート提出期限前に仮提出して，担当者（TA含む）にレポート内容を確認してもらうことは可能です．ただし，提出期限前に取りに来ず，仮提出の状態で提出期限を迎えた場合は，仮提出の状態で採点されます．
　不明なことがあれば，担当者に聞いて下さい．
※下にテーマ名を書いて下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　
１．緒論（必要）
２．（自吸式）うず巻きポンプについて調べたこと
３．スケッチ製図について（必要）
３．１　スケッチ製図の目的

３．２　分解・組立て方法と使用した工具
（１）分解・組立て方法

（２）分解・組立て作業で使用した工具
３．３　スケッチ製図法
三角法で製図した．スケッチ製図を図　　～図　　に示す．
３．４　ポンプの構造に関する考察

４．性能試験（必要）
４．１　試験方法・手順
４．２　性能試験結果の整理
　データシートを表　　に，性能試験結果を図　　に示す．
４．３　考察

５．輪講の課題（輪講発表で，皆さんが選んだ課題に取り組んで下さい）（必要）

課題の番号（(1)~(6)）　　　　
（まず，問題文を記入して下さい．）

６．レポートの課題（必要）

ポンプの流量（吐出し量）を調べましたが，川を流れる水の流量や流速を調べるための方法を調べよ．その測定原理も説明せよ．オリジナルでも構わないが，実現性のあるものにすること．

（以下，その解答を記入すること）
７．感想

８．結論【箇条書き】（必要）
９．参考文献（必要）

[image: image1]
【必要】このページに引き続き，スケッチ図，データシート，性能曲線を添付してください．








